
一般財団法人北海道バスケットボール協会 

ユニフォーム規定 

第一節 総則 

第 1 条〔目的〕 

  本規定は、北海道内で開催される一般財団法人北海道バスケットボール協会（以下「本協会」とい

う。）が主催および主管する競技会に出場するチーム（以下単に「チーム」という。）に所属するプレ

ーヤーが着用するユニフォームに関する事項について定める。 

 

第 2 条〔ユニフォームの定義〕 

  本規定における「ユニフォーム」とは、試合中にチームメンバーが着用する「シャツ」、「パンツ」

および「ソックス」のことをいう。ユニフォーム以外のウオームアップウエアー、ジャンパー、その

他これに類する着用品については、当該試合時点における最新の公益財団法人日本バスケットボール

（以下「JBA」という。）競技規則に準ずるものとする。 

 

第３条〔ユニフォームの着用〕 

 １ チームメンバーは、北海道内で開催される試合において、本規定に則り作成されたユニフォーム

を着用しなければならない、 

 ２ 前項のユニフォームは、対戦するチームを明確に識別できるものでなければならない。また、同

一チームに所属するチームメンバーが同じデザイン（形状、色および模様）のものを着用しなけれ

ばならない。 

 

第 4 条〔ユニフォームの製作〕 

 １ チームは、本規定第 6 条に定める淡色のユニフォームおよび濃色のユニフォームを 2 セット以上

用意しなければならない。 

 ２ 前項にかかわらず、道内で開催される試合においては、主催者の判断により、チームの用意すべ

きユニフォーム数を決定することができる。 

 

第２節 ユニフォームのデザイン 

 

第 5 条〔ユニフォームの形状〕  

１ シャツに袖がある場合は、肘より上の長さのものでなければならず、長袖は認められない。 

２ パンツの丈は膝より上の長さでなければならず、膝頭に懸かる丈のパンツは認められない。  

３ ソックスは、特に長さの指定はしないが、シューズから見える状態でなければならない。 

  

第６条〔ユニフォームの色の区分〕  

１ ユニフォームの色は、「淡色」または「濃色」に区分され、「淡色」とはシャツおよびパンツの色

が白色または白色を基調とした淡い色合いのものをいい、「濃色」とはシャツおよびパンツの色が

白色以外の濃い色合いのものをいう。   
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２ 同一の大会において、同じユニフォームを「淡色」および「濃色」として両用（リバーシブル）

することは認められない。 

 

第７条〔シャツおよびパンツの色〕  

１ シャツおよびパンツの色は、前面および背面の主となる色が同じ色でなければならない。  

２ 対のシャツおよびパンツの色は、主となる色が同じ色でなければならない。  

３ シャツおよびパンツの色に「ゴールド（金色）」または「レモンイエロー（黄色）」などの淡色・

濃色の判別がつき難い色を用いる場合は、次の各号の条件を満たさなければならない。  

(1) 濃色として用いる場合は、相手チームが着用する淡色のユニフォームと明確に識別できる濃い

色合いのものでなければならない。 

(2) 淡色として用いる場合は、相手チームが着用する濃色のユニフォームと明確に識別できる淡い

色合いのもの でなければならない。  

４ シャツおよびパンツの色に「グレー（灰色）」または「シルバー（銀色）」を用いることは認めら

れない。ただし、第９条に定める選手番号および JBA ユニフォーム規則 P7 別表３に則り、切替部

の範囲においては、これらの色を用いても差し支えない。  

 

第８条〔ソックスの色〕  

ソックスの色は、シャツおよびパンツと異なる色であっても良いが、全てのチームメンバーのソッ 

クスの主となる色が同じ色でなければならない。  

 

第９条〔選手番号〕  

１ シャツの前面および背面には、シャツの色と異なり、明確に識別できる色で各チームメンバーに 

割り当てられた番号（以下「選手番号」という）を付けなければならない。なお、パンツに選手 

番号を付けることはできない。  

２ 選手番号は、「０」から「99」までの整数および「00」のいずれかの数字を使用するものとし、

「01」または「02」など、「00」以外の先頭に「０」を付けた数字を使用することはできない。ま 

た、同一チーム内において、異なるチームメンバーが同じ選手番号を使用してはならない。  

３ 選手番号を付ける位置等の詳細は、JBA ユニフォーム規則 P５別表１に則るものとする。  

４ 選手番号の位置、サイズおよびデザインは、全てのチームメンバーで統一しなければならない。 

  

第 10 条〔ユニフォームに付けることができるもの〕 

 １ 選手番号以外でユニフォームに付けることができるものは次の各号のとおりとし、その位置、サ 

イズおよびデザインは、全てのチームメンバーで統一しなければならない。また、いかなる場合で 

あっても、ユニフォームの色または選手番号を判別し難くなるサイズやデザインのものは認められ 

ない。  

(1) チーム名  

(2) チームロゴ 

(3) 製造メーカーロゴ  
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(4) 都道府県・都市・地域名  

(5) チームメンバー名  

２ 前項のものを付けることができる位置等の詳細は、JBA ユニフォーム規則 P６別表 2 に則る 

ものとする。  

３ チームは、ユニフォームに広告（チーム名以外の団体名もしくは個人名、またはその商品の告 

知・販促を目的とした表記）を表示することができる（以下、「ユニフォーム広告」という。）  

 

第 11 条〔ユニフォームの模様〕  

ユニフォームの模様を施すことができる位置等の詳細は、JBA ユニフォーム規則 P７別表３に 

則るものとする。 

 

第３節 ユニフォーム広告 

 

第 12 条〔ユニフォーム広告の表示〕  

 １ チームは、主催者の承認を得て、ユニフォーム広告を表示することができる。なお主催者は、 

大会要項にユニフォーム広告の表示について明記しておかなければならない。  

２ 本協会が主催・主管する試合においてユニフォーム広告を表示しようとするチームは、別紙 

「ユニフォーム広告等申請書」に必要事項を記入の上、本協会に当該申請書を提出し、本協会 

の承認を得なければならない。  

３ ユニフォーム広告を表示できる位置等の詳細は、JBA ユニフォーム規則 P８別表４に則るも 

のとする。  

４ ユニフォーム広告の位置、サイズおよびデザインは、全てのチームメンバーで統一しなければ 

ならない。また、いかなる場合であっても、ユニフォームの色または選手番号を判別し難くな 

るデザインのものは認められない。  

 

第 13 条〔ユニフォーム広告の内容制限〕  

１ 次の各号のいずれかに該当する内容のユニフォーム広告は、一切表示してはならない。  

(1) 公序良俗に反するもの  

(2) 反社会的な内容のもの  

(3) 意見広告や売名を目的としたもの（スローガンまたはメッセージ等）  

(4) 人権侵害もしくは名誉毀損にあたるもの、または差別的なもの  

(5) 責任の所在が不明確なもの  

(6) 青少年の健全な育成に悪影響を及ぼすと判断されるもの  

(7) 風俗営業およびこれに類するもの  

(8) 政治団体または宗教団体の活動に関するもの 

(9) 本協会の年間協賛企業等とは、原則、競合しないことが望ましい 

⑽ その他、本協会が相応しくないと判断したもの 
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第 14 条〔ユニフォーム広告の表示制限〕  

１ 本協会または主催者は、ユニフォーム広告が不適当であると判断した場合、当該チームに対 

して広告が表示されたユニフォームの着用を停止または広告を隠す処置を施すことを命じる 

ことができる。 

２ 試合会場の施設管理者より、ユニフォーム広告に対して広告掲出料の支払いを課せられた場 

合は、当該チームは 主催者の支払いに関する指示に従わなければならない。  

 

第４節 附則 

 

第 15 条〔その他〕 

 本規定に定めのない事項については、競技規則または大会要項によるものとする。なお、競技規 

則または大会要項に定めのない事項については、本協会または主催者の判断に従うものとする。  

 

第 16 条〔附則〕  

本規定の改廃は、理事会の議決に基づきこれを行う。 

 

第 17 条〔制定〕 

 2025 年 6 月 28 日制定 

 

第 18 条〔施行〕 

2025 年７月１日から施行する。 
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